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国

立 滋賀医科大学 
問合せ先 学生課入試室入学試験係 

〠520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 

☎(077)548-2071 http://www.shiga-med.ac.jp/ 

 

教育目標＆特色 

 開学以来、地域に支えられ、地域に貢献し、世界に挑戦する大学として、優れた医療人の育成、卓越した医学研

究、質の高い全人的医療を実践してきた。研究活動としては神経難病研究、サルを用いた iPS 細胞研究、非感染性

疾患に関する国際疫学研究などの特色ある研究を推進し、高い評価を得ている。豊かな教養と高い専門的知識及び

技能を授けるとともに、確固たる倫理観を備え、科学的探究心を有する医療人及び研究者を養成するというのが教

育理念。教育目標として、①課題探求、問題解決型学習を通して、適切な判断力と考察する能力を養う、②豊かな教

養を身につけ、医療人としての高い倫理観を養う、③コミュニケーシィン能力を持ち、チーム医療を実践する協調

性を培う、④参加型臨床(臨地)実習を通して、基本的な臨床能力を修得する、⑤国際交流に参加しうる幅広い視野と

能力を身につける、の５点を掲げている。また、臨床研究開発センターを中心に、信頼される質の高い臨床研究を

進めて、新しい時代の医学・医療の開発を先導。附属病院では、スタッフが総力を挙げて高度先進医療を提供する

とともに、関連病院の協力のもと、総合医・家庭医やがん専門医などの育成にも力を入れている。ユニークなのは

地域里親による支援制度で、同窓生や地域住民が里親やプチ里親となって、地域医療を志す学生をさまざまな形で

サポートしている。 

 

カリキュラムの特色 

 医学科では「アウトカム基盤型教育」を行っている。これは、卒業時までに身につけておくべき知識・、技能・態

度に関する能力(アウトカム)を７つの大項目(倫理とプロフェッショナリズム、医学知識と問題対応能力、診療の実

践と医療の質向上、コミュニケーションとチーム医療、生涯にわたって自律的に学ぶ姿勢、地域医療への貢献、科学

的探究心と国際的視野)として具体的に定め、６年間の教育課程を通じてこれらの能力を身につけることを目標とし

ている。また、医師や医学研究者に求められる高い倫理観を涵養すべくプロフェッショナル教育を各学年で段階的

に行っており、さらに医学・医療の発展のための医学研究の重要性を理解しリサーチマインドを養うために、学生自

らが研究を行う授業科目を開講している。 

 １年次では、医療や福祉の実践活動に触れ、医療人として相応しい人間性、倫理観や能動的学習態度を身につける

ことを目指している。また、各研究分野の第一人者による講義で研究の面白さに触れるとともに、興味を持った者は

すぐに研究を開始できる機会を提供する講義も開講している。２年次では、地域で展開されている医療・保険・福祉

の現場を体験することにより、地域医療の実際を学び、医療人の職責について自覚するとともに、基礎医学の各分野

について講義・実習を通して広く学ぶ。また、倫理学を通じて、生命倫理に関する諸問題について深く考える機会と

している。３年次から４年次で学ぶ臨床医学の各分野は臓器別にまとめ、基礎医学、社会医学、臨床医学の講座を横

断した講義を行い、少人数グループで行う能動学習では、課題発見、解決能力やコミュニケーション能力を養成す

る。さらに医師に求められる疾病発症予防や健康増進に関わる職務・役割について学び、社会的・倫理的な課題につ

いても深く考える機会とする。加えて、国内外の研究施設でも研究できる機会を設け、成果を論文や研究会で発表す

ることも強く推奨している。４年次から６年次におけるクリニカル・クラークシップでは、診療チームの一員とし

て、倫理観や疾病に関する知識、基本的な診療技術のみならず、患者に深い敬意と思いやりを持ち、また医療チーム

のスタッフと良好関係を築き実践していく能力を育成する。 

 

大学ＤＡＴＡ 

◆沿革 昭和 49年に大学を設置した。 

◆学部所在地 問合せ先に同じ。ｱｸｾｽＪＲ琵琶湖線瀬田駅前から滋賀医大行バスで約 15分、医大西門前下車。 

◆学部学科・定員 医学部＝医学科 117名(うち２年次編入学定員 17名) 

◆大学院 医学系研究科＝医学専攻 30名 

◆おもな付属施設 附属病院、神経難病研究センター、動物生命科学研究センター、アジア疫学研究センターなど。 

◆学寮 設置していない。 

 

 

 

 



滋賀医科大学 2018 年度受験ガイド 

2/5 

参考資料 

●医師国家試験合格率 

区分 
全 体 新 卒 既 卒 

志願者 受験者 合格者 合格率 志願者 受験者 合格者 合格率 志願者 受験者 合格者 合格率 

2017 129 128 109 85.2% 120 119 102 85.7% 9 9 7 77.8% 

2016 123 123 114 92.7% 114 114 107 93.9% 9 9 7 77.8% 

2015  115 111 103 92.8% 107 103 96 93.2% 8 8 7 87.5% 

 

●学校納付金(2018年度) 

区 分 入学手続時 初年度総額 ２年次以降 

入学金 282,000円 282,000円 ‐ 

授業料 267,900円 535,800円 535,800円 

合 計 549,900円 817,800円 535,800円 

６年間総計 3,496.800円 

＊ほかに諸会費が必要になる。 

 

●奨学金制度 

 日本学生支援機構奨学金のほかに、地方公共団体や民間奨学団体の奨学金制度がある。 
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          2018年度入試要項            
 

募集人員 

区分 一般前期 一般後期 推薦 ＡＯ 編入学 

医学科 75 ‐ 25 ‐ 17 

＊一般前期には研究医養成枠２名、地域枠８名を含む。推薦入試のうち 10 名以内は滋賀県内の高校、３名以内は滋賀県外の高校で本

人または保護者が滋賀県内に居住している者。研究医枠は基礎医学研究者を目指す者が対象、地域枠は県内の病院に勤務する意志のあ

る者が対象で、いずれも入学後に選抜する。＊編入学は地域枠５名を含む。 

 

試験日程 

試験区分 出願期間 試験日 合格発表日 手続締切日 

一般  

入試 

前期日程 １月 22 日～１月 31 日 ２月 25 日・26 日 ３月８日 ３月 15 日 

後期日程 募集しない 

推薦入試 11 月１日～11 月７日 12 月９日 ２月７日  ２月 1４日 

 

一般入試 

試験区分 教科 科目(→は選択科目数) 配点 時間 

ｾﾝﾀｰ試験 

国 語 国。 200 80 

地歴・公民 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ、倫政経→１。 100 60 

数 学 数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ・数Ｂの計２。 100 各 60 

理 科 物、化、生→２。 100 各 60 

外国語 英(リスニングは除く)、独、仏、中、韓→１。 100 80 

個別試験 

数 学 数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ(列ベ)。 200 120 

理 科 物基・物、化基・化、生基・生→２。 200 150 

外国語 コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・コ英Ⅲ・英表Ⅰ・英表Ⅱ。 200 90 

面 接 グループ面接。 段階評価 ‐ 

＊面接は将来医師または研究者となるにふさわしい資質・適性を人間性の観点から評価する。 

 

推薦入試 

 ①推薦条件＝将来の医師または医学研究者にふさわしい優れた能力・人格を有し、志望の動機が明確であり、積

極性に富み、スポーツ・分野活動やボランティア活動を通して充実した高校生活を送り、物理、化学、生物(理数科

は理数物理、理数化学。理数生物)のうち２科目以上履修した成績概評Ａ段階の現役。②選考方法＝書類審査・セン

ター試験(５教科７科目)の成績・小論文・面接によって選考する。<センター試験> ◇国語＝国。◇地歴・公民＝世

Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ、倫政経から１科目選択。◇数学＝数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ・数Ｂの計２科目。◇理科＝物、化、生から

２科目選択。◇外国語＝英(リスニングを含む)。小論文は資料に基づいて論述させ、理解力、思考力及び表現力を

評価。面接はグループ面接により、将来医師または研究者となるにふさわしい資質・適性を人間性の観点から評価

する。 

 

２年次編入学 大学を卒業した者(見込みを含む)。書類審査・学力検査(英語・生命科学系総合問題)の合格者(募集

人員の約３倍)に２次試験として小論文・面接を課す。総合問題は大学教養教育修了程度の生命科学(生物学、生命現

象に関連した物理学及び化学)を出題。小論文Ⅰは論理的思考力や問題解決能力を評価するため自然科学の資料を提

示し、それに関するテーマについて論述、小論文Ⅱは医学医療の社会的役割について論述させる。面接は医師とし

て必要とする基本的なコミュニケーション能力、協調性、リーダーシップ、批判能力、自己表現力を評価する。 

 

＊合否判定 一般入試はセンター試験・個別試験の総合点で判定する。面接の評価が最低の場合は総合点の如何に

かかわらず不合格とする。 

＊二段階選抜 一般入試は約７倍で実施する。 

＊試験場 一般・推薦＝本学(ＪＲ琵琶湖線瀬田駅前から滋賀医大行バスで約 15分、医大西門前下車)。 
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＊受験料 一般 17,000円、推薦 17,000円 

 

入試のポイント 

募集人員配分は一般入試(前期)75名、推薦入試 25名。推薦入試のうち 10名以内は滋賀県内の高校、３名以内は

滋賀県外の高校(本人または親族が県内居住)が対象。現役限定で、浪人と勝負しなくてもいいから、成績条件等を

満たせば狙ってみたい。センター試験は５教科７科目。個別試験は数学・理科・義国語の３教科＋面接。配点はセ

ンター試験・個別試験が均等。面接はグループ面接で、将来医師または研究者となるにふさわしい資質・適性を人

間性の観点から評価する。面接の結果は段階評価で、評価が最低の場合は総合点の如何にかかわらず不合格とされ

るから注意したい。なお、過去の入試問題は公表していないが、入試課入学試験係窓口において閲覧およびメモを

取ることができる(コピー等の複写はできない)。事前の申し込みが必要だから、閲覧を希望する者は学生課入試室

入学試験係へ電話で予約申し込みを行うこと。 
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         2017年度入試ＤＡＴＡ            
 

●入学者選抜実施状況                     ＊２段階選抜は第１段階不合格者数を示す。 

区分 募集人員 志願者 ２段階選抜 受験者 当初合格 追加合格 合格者 競争率 入学辞退 入学者 

前期 75 499 0 447 75 0 75 6.0 0 75 

推薦 25 72 ‐ 72 25 0 25 2.9 0 25 

 

【合格者の成績】                       カッコ内は 2016年度。 

区分 配点 最高点 最低点 平均点 

前期 1200(1200) 938.5(880.0) 820.0(768.5) 856.7(802.4) 

 

＊入学者の現浪別内訳 現役 39人、浪人 61人。 

＊入学者の男女別内訳 男子 60人、女子 40人。 

＊入学者の出身地別内訳 大阪 28人、滋賀・京都各 20人、兵庫７人、奈良５人、東京４人、和歌山３人、埼玉・

千葉・福井・長野・岐阜・愛知・三重・広島・愛媛・福岡・佐賀・長崎・沖縄各１人。 

 

【志願者数の推移】 

 

 

●小論文の内容 

 推薦入試で課す。資料に基づいて論述させ、理解力、思考力及び表現力を評価する。 

 

●面接の内容 

 一般入試・推薦入試とも実施する。グループ面接で、将来、医師または研究者となるにふさわしい資質・適性を

人間性の観点から評価する。結果は段階評価で、評価が最低の場合は総合点の如何にかかわらず不合格とされる。 
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